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ベッドから車いすへの移乗介助時に受ける感覚についての考察
Consideration about the sense to receive at the time of 
transfer care to a wheelchair from a bed
竹田　幸司 *
Koji TAKEDA
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＜要　　　約＞
　移乗介助は，適切な介助をしないと介護者の腰部に負担がかかり腰痛を引き起こす。その
ため，これまでにいかに介護者の負担の軽減を図るかといった視点から移乗介助の研究がさ
れてきた。その一方で，介助を受ける利用者がどのような感覚を持っているのかについての
研究は少ない。そこで，利用者の感覚を経験的に理解できる「疑似体験」から利用者の感覚（主
観評価）を検証した。
　被験者に対し，接近介助と動作介助の 2 種類の移乗介助を実施し，その際に被験者が抱い
た感覚を質問し得られた回答について，内容分析法を用いプラス要素とマイナス要素の感覚
に分け類似性に基づいて分類化を行った。そのデータを基にそれぞれの移乗介助の課題につ
いて検討した。
　結果として接近介助は，利用者の立ち上がりを阻害しやすく持ち上げる介助となるため，
利用者・介護者ともに負担の大きい介護といえる。動作介助は，人の自然な動きを引き出し，
立位時に利用者・介護者双方ともに負担を感じることなく介助できるといえる。しかし，前
屈姿勢に対する恐怖への対応や支え方の改善が求められることがわかった。
　生活支援技術（介護技術）を行うにあたり，介護者の視点からだけでなく利用者の視点を
ふまえることによって，双方にとって有益な介助を目指していくことが大切である。
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１．研究動機・目的
　生活支援技術（介護技術）のなかでも，ベッド
から車いすへの移乗介助（以下：移乗介助）は，
重心移動をともなったダイナミックな動きが要求
されるため転倒や転落等，リスクをともなう介護
といえる。そのため利用者の不安や恐怖は大きい
ことが想像できる。また，適切な介助法を身につ
けていないと，介護者の腰部や脊柱に負担がかか
り腰痛を引き起こすことになる。
　そのためこれまでに，いかに介護者の負担の軽
減を図るかといった視点から，移乗介助法の研究
がされてきた。従来用いられてきた，ボディメカ
ニクスを重視し，介護者が巧みに身体を活用する
ことで利用者を動かす介助法は今でも主流を占め
ていると思われるが，新たに利用者の残存機能の
活用，さらには人間本来のもつ自然な動き（動作
パターン）を活用した介助法等が提唱・開発され
移乗介助技術は飛躍的な発展を遂げたといえる。
　しかしながら，その一方で移乗介助を受ける側
の利用者が，介助時にどのような感覚を抱いてい
るのかといった，利用者の視点に立った移乗介助
の研究はほとんどなされていないように感じる。
より楽に，負担をかけずに，という発想はもちろ
ん大切ではあるが，利用者自身の心理面に踏み込
んで検討していくことを忘れてはならない。介
助は一方の立場からなされるものであってはなら
ず，介護者・利用者双方にとって有益なものであ
ることが求められているのである。
　そこで，利用者の感覚を経験的に理解できる「疑
似体験」をとおして，移乗介助時に利用者が受け
ていると思われる感覚（主観評価）を検証し（1），
介護者のみならず利用者にとって安全で安楽，さ
らには自立をふまえた移乗介助について検討する
ための一助とすることが本研究の目的である。
２．研究方法
（１）方法
　利用者役として被験者を立て，ベッドから車い
すへの移乗介助を実施し，その際に被験者が抱い
た感覚について質問し得られた回答を記録に残し
た。
（２）調査期間
　2015（平成 27）年 10 月 20 日から 10 月 28 日の
うち，6 日間で実施した。
（３）被験者（利用者）と介護者の設定
　被験者（利用者）は，介護福祉士養成校の四年
制大学，1 年から 4 年の男子学生，各 5 名ずつ計
20 名とした。男子学生のみとしたのは，身体接触
をともなう移乗介助においては，男女による羞恥
心等の影響が出ることが予想されるが，本研究に
おいてはその点には着目していないためである。
　利用者の設定は，「麻痺はなく下肢の支持性は
あるが，筋力低下のため立位をとるまでには至ら
ず，ほぼ全介助が必要な状態」とした。
　ベッドは，立ち上がりの際に大腿四頭筋に力が
入りやすいよう，端座位の姿勢で膝関節，足関節
が 90 度となる高さに設定した。（写真 1）
写真１　端座位姿勢
　また，介護者の移乗介助によって技術レベルに
ばらつきが生じないよう，20 人全てに対して筆者
が介護者を務めた。
（４）移乗介助方法
　用いた移乗介助は，従来より介護現場で多く用
いられ，今でも主流と思われる利用者に接近し，
介護者のボディメカニクスを活用する方法（以下：
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接近介助）と人が立ち上がる際に生じる自然な動
き（動作パターン）を活用する方法（以下：動作
介助）の 2 種類とした。
　それぞれの移乗介助の方法と特徴を下記に示
す。なお，いずれの介助法も，車いすは標準型の
車いすを使用しベッドに対し 45 度の角度に置い
た。これは，立位姿勢から車いすに方向変換する
際，臀部がアームサポートにぶつかるのを避ける
ためにあえて多めに角度をとって対応した。
１）接近介助
　介護者の下肢を利用者の下肢の間に差し入れ利
用者の下にもぐり，肩を密着させ利用者の背中に
手を回して支える。前屈みの姿勢をとらせながら
若干上に持ち上げるようにして臀部を浮かせ，回
転させて車いすに座らせる。（2）（写真 2）
　この方法は，持ち上げる力が必要なために介護
者にかかる負担が大きく，利用者の残存機能の活
用が不十分となりがちである。（3）介護者の力に
頼った介護者主導型の移乗介助といえる。
２）動作介助
　利用者を前屈させ膝よりも頭部を前に出す。利
用者の肩口の上から手を腋にかけ，手掌で軽く体
側を支える。次に利用者を前方に引き出し臀部を
浮かせたら，回転させて車いすに座らせる。（4）（写
真 3）
　この方法は，接近介助が上に持ち上げる方法を
とるのに対し，人が立ち上がる際の自然な動き（動
作パターン）を活用した方法である。「立ち上がり
動作とは，重心（体重）を坐骨で受けている姿勢
から足で受ける姿勢へと変化することである。」（5）
人が立ち上がる際には，前屈みになり膝よりも前
に頭部を位置させ，さらに若干頭部を前に出し臀
部を浮かせている。この動きを利用し，頭部を前
方に引き出す介助を行うことで介護者にかかる負
担は少なくなる。また，利用者も自然な動きの流
れに沿って動けるため利用者主導型の移乗介助と
いえる。
①支え方
↓
②立ち上がり介助（持ち上げ）
↓
③車いすへの方向変換
写真２　接近介助法
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（５）被験者への説明
　それぞれの移乗介助を行う前に，介助方法，動
作の流れについて説明した。さらに実際の介助を
行うときは，一つひとつの動作の転換時に声かけ
を行った。ただし，利用者の設定を「麻痺はなく
下肢の支持性はあるが，筋力低下のため立位をと
るまでには至らず，ほぼ全介助が必要な状態」と
しているため，介助への協力（自ら立ち上がろう
とすること）は必要ないこと。介護者の動作誘導
に自然に身体を委ねるよう依頼した。
（６）測定方法
　2 種類の移乗介助を，それぞれ 3 回実施し，被
験者に抱いた感覚について質問した。感覚を言い
表せない場合はさらに介助を追加して対応を図っ
た。立位動作時に抱いた感覚とそれ以外（全体を
とおして）とに分け，得られた回答を主観コメン
トシート（表 1）に記録した。
（７）分析方法
　内容分析法を用いた。得られたコメントを 2 種
類の移乗介助ごとにプラス要素の感覚とマイナス
要素の感覚に分け，類似性に基づいて分類化を
行った。そのデータを基に 2 種類の移乗介助の課
題について検討した。
（８）倫理的配慮
　本調査の被験者である学生に，研究の趣旨と目
的を口頭で説明し了承を得た。個人名が特定され
ないよう配慮し，コメントの記載についてその都
度，被験者に内容の確認をとり外部への報告につ
いて同意を得た。
３．結果
（１）移乗介助時に受けた被験者（利用者）の主
観コメント
　2 種類の移乗介助を受けた被験者（利用者）の
コメントを表 3 － 1 にまとめた。
①支え方
↓
②立ち上がり介助（前方への引き出し）
↓
③車いすへの方向変換
写真３　動作介助法
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表３－１　移乗介助時の主観コメントシート
NO学年年齢 身長 体重 立位時 全体 立位時 全体
1 １年 18 166 54 上に持ち上げられる 腰に圧迫感足がぶつかる 自然に立てる 下に目線があり怖い
2 1年 18 175 60 持ち上げられる 自分で肩につかまれ安心 前に出る 足がからまる
前に倒されそうでこわい
3 １年 19 172 52 立ちにくい 膝がじゃま 自然に浮く感じ 支えがほしい
4 １年 19 165 43 立ちにくい 回る時足がぶつかる 自然にお尻が浮く 下を向いていて不安
5 １年 19 175 65 浮き上がる 安心感がある 前に出される 支えてほしい尻もちをつきそう
6 ２年 20 158 48 力が入りにくい 支えに圧迫感車いすが見えず不安 楽に立てる
足元が見え動きがわかる
7 ２年 20 169 87 上に引っ張られる 支えがしっかりして安心 自然に浮く感じ 落ちるかもという不安
8 ２年 20 170 56 上がる感じ 膝があたる安定感ある 自分の足で立ってる感じ 回る時もたつく
9 ２年 20 169 57 力が入らない 安心感がある自分がつかまれ安心 楽に立てる 介助者が見えず怖い
10 ２年 20 178 60 持ち上げられる 足が気になる 自然に立てる 前のめり不安
11 ３年 21 175 53 持ち上げられる 車いすが見えず不安 スムーズに浮く 足がからまる
12 ３年 20 169 55 立たされる感じ 足が気になる 自然に浮く わきがくすぐったい支えが不安
13 ３年 20 172 76 立たされてる 支えに圧迫感 前に出される 支えが少く不安
14 ３年 20 163 58 持ち上げられる 足があたる強引な感じ 自然に浮く 回るときこわい
15 ３年 20 164 70 持ち上げられる 支えに圧迫感車いすが見えず不安 力かからない 足元が見え安心
16 ４年 21 172 65 引っ張り上げられる 足元が見えず不安 楽に立てる 足元が見え動きがわかる
17 ４年 21 170 56 立たされてる 足が気になる安心感あり 楽に浮く 支えが不十分で怖い
18 ４年 21 171 70 重心がのらない 車いすが見えない 重心がのる 前屈み不安
19 ４年 21 168 60 引っ張られる 支えしっかり安心自分がつかまれる スムーズに浮く 視線が下で不安
20 ４年 21 170 60 持ち上げられる 支えがしっかりして安心 軽く自然に浮く わきがくすぐったい
助介作動助介近接性属者験被
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（２）主観コメントの分析
　2 種類の移乗介助を受けた被験者（利用者）の
コメントは，全体で 91 件あげられた。接近介助
と動作介助について，それぞれ立位時と全体をと
おして得られたコメントについて，介助時に受け
る感覚をプラス要素とマイナス要素に分類しカテ
ゴリーを抽出して分析を試みた。
１）接近介助
a　プラス要素のコメント
（a）立位時（0 件）
・なし
○立位時の際，プラス要素と捉えることのできる
コメントはあがらなかった。
（b）全体（10 件）
①安心感（10 件）
代表的なコメント
・支えがしっかりして安心
・自分で肩につかまれる
・自分でつかまれる
・安定感ある
○介護者の支えがしっかりしていること，自分で
主体的につかまれることを安心感としてあげる
コメントが多かった。
b　マイナス要素のコメント
（a）立位時（21 件）
代表的なコメント
①持ち上げ（16 件）
・持ち上げられる
・浮き上がる
・立たされてる
・引っ張り上げられる
・強引な感じ
○持ち上げられる感覚に不快感を示すコメントが
多数みられた。
②立ちにくい（5 件）
代表的なコメント
・立ちにくい
・力が入らない
・重心がのらない
・力が入りにくい
○介護者主導で持ち上げている要素が強いため，
利用者自身の動きが阻害され重心が足底にのら
ないことが要因と思われ，立ちにくい，力が入
りにくいとのコメントがみられた。
（b）全体（17 件）
代表的なコメント
①足（8 件）
・膝があたる
・膝がじゃま
・足がぶつかる
・足が気になる
○利用者の下肢の間に差し入れる介護者の下肢に
不快感を示したり，フットサポートに足がぶつ
かる等のコメントが多くみられた。
②支え（4 件）
代表的なコメント
・腰に圧迫感
・支えに圧迫感
○腰にまわした介護者の手に圧迫感を感じている
コメントがみられた。特に持ち上げる瞬間に圧
迫が強くなっていると思われる。
③視線（5 件）
代表的なコメント
・車いすが見えず不安
・足元が見えず不安
○介護者の頭で視線がさえぎられ，車いすが見え
ないこと。足元が見えないことに不安を示すコ
メントがみられた。
２）動作介助
a　プラス要素のコメント（20 件）
（a）立位時（17 件）
①自然（15 件）
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代表的なコメント
・自然に立てる
・自然に浮く
・力かからない
・スムーズに浮く
・楽に浮く
○自然，楽，スムーズといったコメントが多くみ
られ，立位時に力を必要としないことがわかる。
②重心（2 件）
代表的なコメント
・自分の足で立ってる感じ
・重心がのる
○足底に重心がのる感覚についてのコメントがみ
られた。
（b）全体（3 件）
①視線（3 件）
代表的なコメント
・足元が見え安心
・足元が見え動きがわかる
○足元が見えることに安心感を示すコメントがみ
られた。
b　マイナス要素のコメント（23 件）
（a）立位時（3 件）
代表的なコメント
・前に出される
・落ちるかもという不安
○屈曲姿勢から臀部を浮かせるため，さらに前方
へ引き出す介助に対しての不安感ととれるコメ
ントがみられた。
（b）全体（20 件）
①車いすへの方向変換（4 件）
代表的なコメント
・回る時もたつく
・足がからまる
○立位状態から車いすへの方向変換の際に，足が
もたつく，からまる等のコメントがみられた。
②不安・恐怖（10 件）
代表的なコメント
・支えがほしい
・支えが少なく不安
・尻もちをつきそう
・支えが不十分で怖い
・前屈み不安
・前のめり不安
・支えが不十分，前屈姿勢
○腋窩の支えだけでは不十分さを感じている，前
屈姿勢をとることに対し不安感や恐怖感を抱い
ているコメントが多くみられた。
③視線（4 件）
代表的なコメント
・下を向いていて不安
・下に目線があり怖い
・介助者が見えず怖い
・視線が下で不安
○前屈の姿勢からずっと下を向いていること，介
護者が上に位置しているので姿が見えないこと
に対して不安感や恐怖心を抱いている旨のコメ
ントがみられた。
④腋窩（2 件）
代表的なコメント
・わきがくすぐったい
○支える腋窩にくすぐったさを感じるコメントが
みられた。
４．考察
（１）接近介助の課題
　接近介助において，まず，立位時に 1 件もプラ
スの要素のコメントがあげられていないことに注
目したい。反対に 21 件のマイナス要素のコメン
トがあがっている。その主な内容は，介護者によ
る持ち上げに対して感じる不快感である。また，
重心が足底にのらないため立ちにくいとのコメン
トは，自身の立ち上がりの際の自然な動き（動作
パターン）を介護者が活用できていないことを裏
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づけているといえる。
　その要因の一つとして考えられるのは，利用者
の下肢の間に介護者の下肢を差し入れる介助法に
ある。利用者の身体の中心に介護者の下肢を置く
ことで立位姿勢の状態で身体を支えながら車いす
へ方向変換するわけであるが，立ち上がりの際に
必要な前屈姿勢をとろうとした際，介護者の下肢
が邪魔してしまい十分引き出せないため結果とし
て上方向へ持ち上げる介助にならざるを得ず，利
用者の身体に負担をかけているといえる。
　また，介護者の膝や足が接触することに対し，
違和感や不快感を感じたり，フットサポートに足
がぶつかるとのコメントも多くみられている。こ
の介助法ではフットサポートの間に利用者・介護
者双方，計 3 本の足を収める必要がある。標準型
のフットサポート間に利用者の足をぶつけずに移
乗させるのは難しいといえる。この問題を避ける
ためには，介護者の下肢は利用者の下肢の外側に
置くようにすることが望ましいと思われる。
　支え方については，腰にまわした手に圧迫感が
あるとのコメントがあった。特にこのコメント
をあげた被験者（利用者）は身長が低め（158 ～
172cm）という特徴があった。介護者である筆者
（177cm）が接近して近づき，立ち上がりの準備
動作として前屈させるために，腰を落とす角度を
より深くする必要があり必然的に窮屈な姿勢とな
る。そのため腰を引きつけるような支え方になっ
てしまうことがあった。このような場合，利用者
の背部が反り返り，立ち上がりにくい姿勢をつく
り出してしまう。そのため，やはり介護者自身の
力で持ち上げる介助にならざるを得ず，腰部の支
えを圧迫させてしまう。介護の必要な高齢者には
さらに小柄な人が多いため，接近介助法において
自然な立ち上がりを活用するにはより深く腰を落
とす必要があり，その介助は困難を極めるといえ
よう。
　視線については，介護者の頭で視線がさえぎら
れ，移乗先の車いすが見えないことや自身の足元
が見えないことに不安を示すコメントがみられ
た。安全のためには，介護者が移乗先の車いすを
見ながら介助することが求められるため利用者の
視線を確保することは，この接近介助のスタイル
では不可能といえる。
　一方で立位時にはあがらなかったプラス要素の
コメントは，全体をとおしてのコメントとして，
安心感をあげる声が多かった。介護者にしっかり
と支えてもらっていることで安心感が得られるこ
と。さらに自分で介護者の肩につかまれること，
介護者に寄りかかれることも安心感につながって
いると思われる。
（２）動作介助の課題
　動作介助においては，まず，立位時にプラス要
素のコメントが特に多くあがっている。その内容
は自然，楽，スムーズといったコメントが多くみ
られ，立位時に利用者自身の力を必要としないこ
とがわかった。また，足底に重心がのる感覚につ
いてのコメントもみられ，動作介助のねらいとす
るところが現われているといえる。
　介護者としても，被験者（利用者）の身長，体
重等の体格に左右されることなく，被験者（利用
者）20 人全員に対して，負担を感じることなく介
助することができた。
　しかし，今回の被験者（利用者）は全員男子大
学生ということもあり，この結果を鵜呑みにする
わけにはもちろんいかない。田中は，「人間本来
の自然な動き」は，特に身体機能に高齢化による
機能低下や，身体障害のない健常者の動きを指し
ていると指摘しており，利用者は「今までの健常
者のときの身体構造から，高齢化や障害によって
新しい身体構造に変化した」状態であり，本当に
必要なことは「新しく変化した身体構造に適した
介助」を行うことであると主張している。（6）
　その点をふまえると，実際に動作介助を行う際
には，形だけにこだわるのではなく，一人ひとり
の障害，機能レベル等身体状態に合わせて柔軟に
対応していくことが求められるといえよう。
　次にマイナス要素のコメントをみてみたい。動
作介助では，立ち上がりを引き出すために膝より
も頭部を前に出す必要がある。そのため前屈の角
度を深くすることが必要である。その際の前屈姿
勢への不安として，前のめり，前に出される，落
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ちるかも，目線が下にあり怖いといった不安や恐
怖の感覚を訴えるコメントが多かった。
　また，腋窩の支えが不十分という声やくすぐっ
たいとのコメントもみられ，転倒に対する不安や
恐怖に拍車をかけているといえる。
　この不安や恐怖に対応するためには，まず，丁
寧なオリエンテーション（声かけと説明）が求め
られ，利用者の能力に合わせて，できる範囲から
少しずつ取り組んでいくことが必要であろう。
　また，技術面としては支え方の工夫が求められ
る。今回の方法では肩の上から腋窩に手をかける
方法をとったが，これでは不安が強い場合，下か
ら腋窩を支える方法に変更することも考えられ
る。また，接近法のプラスのコメントにおいて，
自分で介護者の肩につかまれることがあげられて
いたことから考えると，車いすのアームサポート
を把持してもらったり，前方に丸いすを用意し，
そこに手を置いてもらうなど利用者自身で身体を
支えることができるように対応することも不安の
解消に効果があると思われる。
５．まとめ
　利用者の感覚を経験的に理解できる「疑似体験」
をとおして，接近介助と動作介助の 2 種類の移乗
介助時に，利用者が受けていると思われる感覚（主
観評価）についての検証をすすめてきた。
　接近介助においては，特に立位時に持ち上げら
れるという感覚が強くはたらいていること。利用
者自身の立ち上がる力を阻害してしまっているこ
とに大きな問題があることがわかった。
　利用者の身体の中心をしっかりと支えることが
できるため安心感を与えたり，利用者自身の安定
が図れるといったプラスの要素もあるが，介護者
が利用者に近づけば近づくほど窮屈な姿勢とな
り，立ち上がりの際の自然な動きである前屈みの
姿勢から前方に引き出す介助を行うことが難し
く，結果として持ち上げる介助にならざるを得な
い。そのために利用者の機能を活用することがで
きず，介護者自身の力に頼ることになるため，負
担の大きい介護となってしまうといえる。
　そして，何よりも接近介助においては，利用者
の自立支援といった視点が含まれていないという
ことが問題といえよう。
　一方，動作介助においては，立位時に利用者・
介護者双方ともに負担を感じることなくスムーズ
な介助とすることができる。
　しかし，前屈姿勢をとることに対する恐怖や，
支え方への不安が強いこともわかった。利用者の
身体状態をよく知り，丁寧なオリエンテーション
（声かけ）とともに段階を踏んで少しずつ介助に
慣れていってもらうことが必要である。
　また，支え方の工夫とともに利用者の残存機能
の活用として，手を使い身体を支えるなど技術面
での工夫が求められる。
　移動介助に限らず，さまざまな生活支援技術（介
護技術）を行うにあたっては，介護者の視点から
だけでなく常に利用者の視点をふまえることを忘
れることなく，双方にとって有益なものとなるこ
とを目指していくことが大切である。
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